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CLOSE UP
誰
も
が
輝
く
、い
き
い
き
と
し
た
ま
ち
。

❶

第４次小山町
総合計画から



❶小学校の運動会で騎
馬戦の真剣勝負
❷町民文化祭で練習の
成果を発揮
❸地区対抗で戦う町民
スポーツ祭
❹昼休み時間はグラウ
ンドで元気に遊ぶ
❺平成23年全国中学校
駅伝大会に初出場９位
の小山中男子駅伝部
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close up Oyama

　

町
民
一
人
ひ
と
り
が
生
涯
に
わ
た
り
主

体
的
に
学
び
、
豊
か
で
充
実
し
た
人
生
を

送
れ
る
よ
う
に
、
生
涯
学
習
を
推
進
し
ま

す
。
自
主
文
化
事
業
や
各
種
趣
味
教
室
、

講
演
会
、
体
験
学
習
な
ど
学
習
の
機
会
を

提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
文
化
団
体
を
育
成

し
て
、
連
携
を
図
り
、
町
民
文
化
祭
な
ど

学
習
成
果
の
発
表
の
場
を
充
実
さ
せ
ま

す
。

　

図
書
館
で
は
、
子
ど
も
の
読
書
離
れ
が

危
惧
さ
れ
る
中
、
幼
少
時
か
ら
読
書
習
慣

　

町
内
に
は
、
幼
稚
園
４
園
、
保
育
園
４

園
と
、
小
学
校
５
校
、
中
学
校
３
校
が
あ

り
ま
す
。

　

平
成
24
年
５
月
１
日
現
在
の
各
施
設
の

児
童
・
生
徒
数
は
、
幼
稚
園
３
２
７
人
、

保
育
園
３
３
８
人
、
小
学
校
１
、０
７
２

人
、
中
学
校
５
６
２
人
で
す
。
特
別
支
援

学
級
は
小
学
校
４
学
級
、
中
学
校
４
学
級

設
置
し
て
い
ま
す
。

　

知
・
徳
・
体
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
育
て
る

教
育
が
必
要
で
、「
生
き
る
力
」
を
育
む

教
育
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
、
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
に
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
見
守

り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
方
々
に
学
校
行
事
に
積

極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
魅
力
あ
る

協
働
に
よ
る
学
校
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

小
山
町
で
は
、
昭
和
30
年
に
須
走
小
学

校
で
給
食
が
始
ま
っ
て
以
降
、
中
学
校
ま

で
、
学
校
単
独
方
式
の
給
食
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。育
ち
盛
り
の
子
ど
も
た
ち
に
、

地
元
の
食
材
を
取
り
入
れ
た
給
食
を
提
供

し
て
、
望
ま
し
い
食
習
慣
や
食
生
活
が
身

に
つ
く
よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

を
身
に
つ
け
る
よ
う
に
、
お
は
な
し
の
会

や
児
童
講
演
会
な
ど
を
充
実
さ
せ
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
文
化
に
親
し
み
、
伝
統
文

化
を
継
承
し
、郷
土
愛
を
深
め
る
た
め
に
、

文
化
財
や
郷
土
に
つ
い
て
の
学
習
を
推
進

し
ま
す
。

　

町
民
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る

よ
う
に
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
、
誰
も

が
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
充
実
さ
せ
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

通
じ
て
、
心
身
が
健
康
に
な
り
、
地
域
の

一
体
感
や
活
力
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

文
化
の
薫
り

高
く

生
き
る
力
を

育
む

❹

❺

❷

❸



❶富士紡績第１・２工
場跡地には新たな工場
が進出
❷ハウス栽培「金太郎
トマト」の初食味会
❸北郷地区に広がる初
夏の水田

28100th  Oyama

　

小
山
町
は
小
山
、
北
郷
、
足
柄
、
須
走

の
４
つ
の
地
域
ご
と
に
商
店
街
を
含
む
市

街
地
を
形
成
し
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
、

近
隣
市
町
の
商
業
力
を
受
け
て
消
費
者
が

流
出
し
て
い
ま
す
。
町
民
の
多
く
は
長
年

に
わ
た
り
小
山
町
に
住
み
、
今
後
も
住
み

　

小
山
町
の
工
業
の
起
源
は
、
明
治
29
年

に
富
士
紡
績
が
操
業
を
開
始
し
た
こ
と
に

始
ま
り
ま
す
。
そ
の
後
富
士
紡
績
の
従
業

員
は
１
万
人
余
り
を
数
え
、
小
山
町
は
富

士
紡
績
と
と
も
に
栄
え
ま
し
た
。

　

昭
和
62
年
に
32
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
富
士
小

山
工
業
団
地
、
平
成
２
年
に
は
21
・
９
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
ハ
イ
テ
ク
パ
ー
ク
富
士
小
山

が
完
成
し
ま
し
た
。

　

富
士
紡
績
に
よ
る
「
紡
績
の
町
」
か
ら

先
端
技
術
を
有
す
る
企
業
の
進
出
に
よ
っ

て
「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
町
」
へ
と
変
化
を

遂
げ
て
き
て
い
ま
す
。

　

小
山
町
で
は
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

農
業
の
振
興
に
努
め
て
い
ま
す
。
水
稲
に

つ
い
て
は
、
全
国
米
コ
ン
テ
ス
ト
の
上
位

入
賞
な
ど
「
う
ま
い
米
づ
く
り
」
へ
の
取

り
組
み
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
水
掛
け
菜

や
ワ
サ
ビ
な
ど
の
品
質
向
上
を
図
り
、
町

内
の
農
産
物
の
地
産
地
消
を
推
進
し
ま

す
。
一
方
で
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
担

い
手
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
次
代
を
担
う

農
業
者
を
育
成
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
森
林
の
持
つ
水
源
か
ん
養
や
地
球
温

暖
化
の
防
止
な
ど
の
機
能
を
高
め
る
た

め
、
山
地
災
害
の
復
旧
、
予
防
対
策
及
び

森
林
の
整
備
を
す
す
め
ま
す
。
併
せ
て
、

木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
導
入
な
ど
間
伐
材
の
積

極
的
な
活
用
を
促
進
し
ま
す
。

に
ぎ
わ
う

商
店
街
を

富
士
紡
績
と
と
も
に

栄
え
た
ま
ち

地
域
の
特
性
を

生
か
し
た
農
林
業

❶

❷

❸

　

し
か
し
、
近
年
は
既
存
企
業
の
製
造
部

門
の
縮
小
や
撤
退
に
よ
り
、
町
内
工
業
団

地
の
空
洞
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
企

業
誘
致
を
積
極
的
に
行
い
、
用
地
の
有
効

活
用
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

続
け
た
い
要
望
を
持
っ
て
い
ま
す
。
商
店

街
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
た
め
、
集
客

イ
ベ
ン
ト
や
企
業
支
援
、
商
業
後
継
者
の

育
成
な
ど
を
商
工
会
と
連
携
し
て
行
っ
て

い
き
ま
す
。



65年程前

現　在
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BEFORE AFTER
おやま今・むかし

INTERVIEW
町民 インタビュー

　小山町文化連盟の会長を今年度から務めることとなり、今ま
で先輩方から受け継がれてきた小山町の文化を大切にしたいと
いう思いが強くなりました。文化連盟は分野が広く、それぞれ
どんなことをしているのか知らない人が多いと思います。お互
いの活動の中身を知り合いながら、そして、たくさんの町民の
皆さんと一緒に楽しむことができたらいいなと思っています。
　わたしが所属する小山町民踊愛好会は、今年で45周年を迎
え、130人以上の会員が民踊を楽しんでいます。昔から町民に
親しまれている「金時おどり」を、子どもからお年寄りまで、もっ
と多くの方々に踊ってほしいと思っています。金太郎生誕の地
のひとつの文化として、小山町のみんなが輪になって踊ったら、
人の和が広がり、さらに文化の輪が広がると思います。

　平成21年10月25日に、小山町総合文化会館金太郎ホールで
開催された第24回国民文化祭・しずおか2009「民謡・民舞の
祭典」では、そのフィナーレを民踊、邦楽、洋楽の団体による
金時おどりで、華々しく締めくくりました。

渡邊　光
みつ

子
こ

さん（大御神）

『
み
ん
な
で
輪
に
な
り
、

　
　
　
　
　
　

和
を
広
げ
る
』

　明治22年２月１日、東海道鉄道の駅として「小山駅」が開
業しました。明治42年に東海道本線に名称が変わった後、小
山町制が施行される１カ月前の明治45年７月１日、「駿河駅」
になりました。昭和27年１月１日に、現在の「駿河小山駅」
に改められるまでの間、内外の人々に親しまれてきた駅名です。
　現在、駿河小山駅の前後にある「足柄」「谷峨」の両駅が開
業したのは昭和22年のことなので、写真はそれ以前のもので
あることがわかります。

　現在のＪＲ御殿場線「駿河小山駅」。昭和43年に駅舎が改
築され、同年７月１日には、御殿場線が全面電化され、現在
の形になりました。
　平成24年３月17日から、駿河小山駅は無人駅となりまし
た。

【 駿河駅（駿河小山駅） 】


